
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

○

〃

〃

担

当

課

（

室

）

○

〃

〃

目

次

○

都

市

計

画

事

業

の

認

可

都

市

計

画

課

○

都

市

計

画

下

水

道

の

事

業

計

画

の

変

更

認

可

〃

【

規

則

】

【

公

告

】

○

建

設

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

監

理

課

○

岡

山

県

工

事

執

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

技

術

管

理

課

○

岡

山

県

環

境

審

議

会

か

ら

の

答

申

環

境

管

理

課

則

○

基

本

測

量

の

実

施

監

理

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

基

本

測

量

の

終

了

〃

【

告

示

】

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

建

設

工

事

等

公

表

事

務

取

扱

要

領

の

一

技

術

管

理

課

○

外

国

の

地

方

公

共

団

体

の

機

関

等

に

派

遣

さ

れ

人

事

委

員

会

部

改

正

る

職

員

の

処

遇

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

す

る

規

則

○

救

急

病

院

の

申

出

の

撤

回

医

療

推

進

課

○

岡

山

県

人

事

委

員

会

議

事

規

則

の

一

部

を

改

正

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

す

る

規

則

に

係

る

事

項

の

変

更

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

家

畜

検

査

の

実

施

畜

産

課

○

土

地

改

良

事

業

の

施

行

認

可

耕

地

課

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

発

生

の

た

め

の

同

意

の

認

水

産

課

定

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

〃

岡

山

県

公

報

平成２６年３月１８日 第１１５６８号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
号

建
設
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

建
設
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
設
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
岡
山
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
の
委
員
の
定
数
）

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
岡
山
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
の
委
員
の

第
七
条

定
数
は
、
十
五
人
以
内
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
一
号

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
工
事
執
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
以
下
」
を
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
行
な
わ

せ
る
」
を
「
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
様
式
第
七
号
に
よ
る
」
及
び
「
様
式
第
八
号
に

よ
る
」
を
削
り

「
監
督
事
項
又
は
検
査
事
項
を
記
入
し
、
当
該
請
負
者
等
を
し
て
押
印
さ
せ
る
」
を

、

「
監
督
員
の
求
め
に
応
じ
、
こ
れ
ら
を
提
出
さ
せ
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に

「
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
下
請
負
届
出
書
を
直
ち
に
提

、

出
さ
せ
」
を
「
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
届
け
出
さ
せ
」
に

「
た
だ
し

」
を
「
た
だ
し
、
建
設
業
法
第

、

、

二
十
四
条
の
七
第
一
項
の
」
に

「
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
こ
の
限
り
で
な
い
」
に
改

、

め
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
年
三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
年
二
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
中
「

3
.
0

ー

」
を
「

2
.
9

」
に
改
め
る
。

年
パ

セ
ン
ト

年
パ

セ
ン
ト

ー

様
式
第
七
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

様
式
第
７
号
か
ら
様
式
第

号
ま
で

1
1

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
締
結
し
た
請
負
契
約
（
同
日
前
に
落
札
者
又
は
契
約
の
相
手
方
を
決

定
し
た
も
の
を
含
む

）
に
係
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

。

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
三
号

岡
山
県
建
設
工
事
等
公
表
事
務
取
扱
要
領
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
告
示
第
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
五
条
の
見
出
し
を
「

予
定
価
格
等
の
公
表

」
に
改
め
、
同
条
中
「
日

」
を
「
日
。
次
項
に
お

（

）

）

い
て
同
じ

」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

。
）

２

契
約
担
当
者
は
、
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
た
入
札
に
あ
っ
て
は
最
低
制
限
価
格
、
調
査
基
準
価

格
を
設
定
し
た
入
札
に
あ
っ
て
は
調
査
基
準
価
格
、
失
格
基
準
価
格
を
設
定
し
た
入
札
に
あ
っ
て
は

失
格
基
準
価
格
を
、
落
札
者
を
決
定
し
た
日
の
翌
日
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
は
、
一
般
競
争
入
札
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
に
限
る

）
に
係
る
前
条
第
一
項
の
予
定
価
格
及
び
同
条
第
二
項
の

。

最
低
制
限
価
格
、
調
査
基
準
価
格
又
は
失
格
基
準
価
格
を
、
岡
山
県
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達

手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
七
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
四
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
公

示
に
併
せ
て
岡
山
県
公
報
に
よ
り
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



様式第２号（第６条関係）その１ 最低制限価格制度用

（工事番号 ）

年 月 日

時 分

年 月 日

～ 年 月 日

（別紙のとおり） 契約締結年月日 年 月 日

円

円

変更契約（ 年 月 日）

円

入　札　公　表　閲　覧　文　書

工事等の名称 路線・河川名 工事等の場所 入札（予定）年月日

 （注１）上記金額に100分の　に相当する額を加算した金額が地方自治法（昭和22年法律第67号）上
 　　　の申込みに係る価格である。

 （注２）左記の予定価格及び最低制限価格は，消費税及び地方消費税相当額を除いた額である。

種別 指名業者指名理由等

工事概要 工期（予定）

工事等指名業者／入札業者 入札経過，入札結果（消費税及び地方消費税相当額を除く。）

所在地 商号又は名称 代表者氏名 第１回 第２回 第３回 備考

所属名

予 定 価 格 （ 税 抜 ）

変 更 契 約 後 の 金 額
変 更 契 約 を 締 結 し た 理 由 等 （別紙のとおり）

（消費税及び地方消費税相当額込）

 （注３）契約締結後は，落札業者を契約の相手方と，落札金額にその100分の　に相当する額を加算
　　　 した金額を契約金額とそれぞれ読み替えるものとする。

最 低 制 限 価 格 （ 税 抜）

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



様式第２号（第６条関係）その２ 低入札価格調査制度用

（工事番号 ）

年 月 日

時 分

年 月 日

～ 年 月 日

（別紙のとおり） 契約締結年月日 年 月 日

円

円

変更契約（ 年 月 日）

円

入　札　公　表　閲　覧　文　書

工事等の名称 路線・河川名 工事等の場所 入札（予定）年月日

所属名

種別 指名業者指名理由等

工事概要 工期（予定）

工事等指名業者／入札業者 入札経過，入札結果（消費税及び地方消費税相当額を除く。）

所在地 商号又は名称 代表者氏名 第１回 第２回 第３回 備考

予 定 価 格 （ 税 抜 ）  （注１）上記金額に100分の　に相当する額を加算した金額が地方自治法（昭和22年法律第67号）上
 　　　の申込みに係る価格である。

 （注２）左記の予定価格及び調査基準価格は，消費税及び地方消費税相当額を除いた額である。

調 査 基 準 価 格 （ 税 抜）  （注３）契約締結後は，落札業者を契約の相手方と，落札金額にその100分の　に相当する額を加算
　　　 した金額を契約金額とそれぞれ読み替えるものとする。

変 更 契 約 後 の 金 額
変 更 契 約 を 締 結 し た 理 由 等 （別紙のとおり）

（消費税及び地方消費税相当額込）

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



様式第３号（第６条関係）

（工事番号 ）

円

年 月
～ 年 月

年 月 日
年 月 日

円

随　意　契　約　公　表　閲　覧　文　書

工事の名称 路線・河川名

所属名

工事の場所 請負契約金額
（消費税及び地方消費税相当額込）

工 期 （ 予 定 ）

種別

工事概要

契約締結年月日 変 更 契 約

商 号 又 は 名 称
変 更契 約締結 年月日
変 更 契 約 後 の 金 額
（消費税及び地方消費税相当額込）

代 表 者 氏 名 契 約 を 変 更 し た 理 由

所 在 地

契 約 の 相 手 方 と し て 選 定 し た 理 由

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十

七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
っ
た
一
般
競
争
入
札
及
び
同
令
第
百
六
十
七
条
の
十
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
指
名
競
争
入
札
に
係
る
建
設
工
事
並
び
に
測
量
業
務
及
び
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
建
設
工
事
等
公
表
事
務
取
扱
要
領
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用

紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
四
号

次
の
病
院
に
つ
い
て
は
、
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一

条
に
規
定
す
る
救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
撤
回
さ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

赤
磐
市
立
赤
磐
市
民
病
院

所
在
地

赤
磐
市
松
木
六
三
三

一
－

二

撤
回
の
時
期

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

井
原
中
央
病
院

所
在
地

井
原
市
井
原
町
三
二
七
三

二

撤
回
の
時
期

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関

名

称

変
更
事
項

変
更
前

変
更
後

変
更
年
月
日

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ク
ラ

保
険
医
療
機
関
の
所
在
地

倉
敷
市
下
庄
七
〇
一

一

倉
敷
市
下
庄
七
〇
〇

一

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

－
〇

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
赤
木
商
店

２

所
在
地

岡
山
県
真
庭
市
勝
山
八
一
八

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
赤
木
商
店

２

所
在
地

岡
山
県
真
庭
市
勝
山
八
一
八

一

－

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
四
〇
一
〇
九
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

福
祉
用
具
貸
与

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
七
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家

畜
の
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
の
で
、
該
当
家
畜
の
所
有
者
に
対
し
、
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
を
命

ず
る
。平

成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

ブ
ル
セ
ラ
病
検
査

１

実
施
の
目
的

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と

い
う

）
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
牛
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
家
畜
の

。

所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
長
（
以
下
「
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
」
と
い
う

）
が

。

別
に
定
め
る
も
の

４

実
施
の
期
日

（

「

」

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

以
下

実
施
期
間

と
い
う

）
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

。

５

検
査
の
方
法

省
令
別
表
第
一
ブ
ル
セ
ラ
病
（
牛
の
場
合
）
の
項
術
式
の
欄
１
か
ら
３
ま
で
に
規
定
す
る
検
査

の
方
法

二

結
核
病
検
査

１

実
施
の
目
的

牛
の
結
核
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

省
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
牛
の
う
ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所

長
が
別
に
定
め
る
も
の
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４

実
施
の
期
日

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

５

検
査
の
方
法

省
令
別
表
第
一
結
核
病
の
項
術
式
の
欄
１
に
規
定
す
る
検
査
の
方
法

三

ヨ
ー
ネ
病
検
査

１

実
施
の
目
的

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

省
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
牛
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
以
降

に
輸
入
し
た
牛
（
検
疫
後
一
年
以
内
の
も
の
を
除
く

、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
以
降
に
発

。
）

生
都
道
府
県
か
ら
導
入
し
た
搾
乳
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛
及
び
過
去

三
年
以
内
に
ヨ
ー
ネ
病
が
発
生
し
た
農
場
の
牛
の
う
ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認

め
る
も
の

４

実
施
の
期
日

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

５

検
査
の
方
法

省
令
別
表
第
一
ヨ
ー
ネ
病
の
項
術
式
の
欄
１
、
２
及
び
６
に
規
定
す
る
検
査
の
方
法

四

馬
伝
染
性
貧
血
検
査

１

実
施
の
目
的

馬
伝
染
性
貧
血
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

省
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
馬

４

実
施
の
期
日

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

５

検
査
の
方
法

省
令
別
表
第
一
馬
伝
染
性
貧
血
の
項
術
式
の
欄
２
に
規
定
す
る
検
査
の
方
法
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（

。

。
）

五

家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症

サ
ル
モ
ネ
ラ
・
プ
ロ
ー
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
限
る

以
下
同
じ

及
び
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
病
検
査

１

実
施
の
目
的

家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症
及
び
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

種
鶏
及
び
種
鶏
候
補
鶏
（
以
下
「
種
鶏
等
」
と
い
う

）
の
う
ち
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲

。

(1)

(3)

げ
る
も
の

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
基
準
羽
数
を
満
た
す
自
衛
検
査
が
、
未
実
施
又
は
未
報

(1)
告
で
あ
る
種
鶏
業
者
に
係
る
種
鶏
等
に
つ
い
て
は
、
全
羽
数

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
種
鶏
等
に
つ
い
て
は
、
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症
に
係
る
検
査

(2)

(1)
を
対
象
と
し
、
雌
雄
と
も
全
羽
数
の
お
お
む
ね
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
羽
数
（
最
小
百
羽

と
す
る

）
。

の
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症
検
査
で
陽
性
鶏
が
摘
発
さ
れ
た
と
き
は
、
種
鶏
等
の
全
羽

(3)

(2)
数

４

実
施
の
期
日

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

５

検
査
の
方
法

急
速
凝
集
反
応
法

六

腐
蛆
病
検
査

そ

１

実
施
の
目
的

蜜
蜂
の
腐
蛆
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

そ

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

蜜
蜂
の
う
ち
、
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

４

実
施
の
期
日

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

５

検
査
の
方
法
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肉
眼
検
査

七

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査

１

実
施
の
目
的

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
を
把
握
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
死
体
の
種
類
及
び
範
囲

省
令
第
九
条
第
二
項
第
十
号
に
掲
げ
る
牛
の
死
体
及
び
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
め
ん
羊
又
は

山
羊
の
死
体
の
う
ち
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

４

実
施
の
期
日

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

５

検
査
の
方
法

省
令
別
表
第
一
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
項
術
式
の
欄
１
及
び
２
に
規
定
す
る
検
査
の
方
法

八

ア
カ
バ
ネ
病
検
査
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
検
査
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
、
牛
流
行
熱
検
査
及

び
イ
バ
ラ
キ
病
検
査

１

実
施
の
目
的

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
牛
流
行
熱
及
び
イ
バ
ラ
キ
病
の

発
生
を
予
察
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域

県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
発
生
予
察
上
適
当
と
認
め
た
牛
（
未
越
夏
牛
）

４

実
施
の
期
日

原
則
と
し
て
六
月
下
旬
、
八
月
中
旬
、
九
月
中
旬
、
十
月
中
旬
及
び
十
一
月
中
旬

５

検
査
の
方
法

臨
床
検
査
及
び
血
清
学
的
検
査
（
中
和
試
験
又
は
寒
天
ゲ
ル
内
沈
降
反
応
）

九

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査

１

実
施
の
目
的

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

２

実
施
す
る
区
域
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県
内
一
円

３

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

飼
養
羽
数
が
百
羽
以
上
（
だ
ち
ょ
う
の
場
合
は
、
十
羽
以
上
）
の
家
き
ん
飼
養
農
場
か
ら
管

(1)
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
無
作
為
に
飼
養
規
模
別
に
抽
出
し
た
農
場
の
家
き
ん

そ
の
他
知
事
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
通
知
し
た
も
の

(2)
４

実
施
の
期
日

実
施
期
間
に
お
い
て
管
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
別
に
定
め
る
日

５

検
査
の
方
法

臨
床
検
査
、
血
清
学
的
検
査
及
び
ウ
イ
ル
ス
学
的
検
査
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
規

土
地
改
良
事
業
の
施
行
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
事
業
を
行
う
者
の
名
称

児
島
湾
土
地
改
良
区

二

地
区
名
及
び
工
種

地
区
名

工

種

北
七
区
６
条
２

農
業
用
用
排
水
施
設

西
七
区
３

４
条

〃

－

三

認
可
年
月
日

平
成
二
十
六
年
三
月
四
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
九
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

加
入
区
の
名
称

岡
山
加
入
区
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

泉
衣
笠
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

和
気
郡
和
気
町
尺
所
字
下
馬
四
〇
八
番
四
地
先

一
二
三
・
四

か
ら

八
・
六
～

和
気
郡
和
気
町
尺
所
字
札
場
外
四
八
六
番
一
地

一
〇
・
七

新

先
ま
で

和
気
郡
和
気
町
尺
所
字
下
馬
四
〇
八
番
四
地
先

一
二
三
・
四

か
ら

五
・
〇
～

和
気
郡
和
気
町
尺
所
字
札
場
外
四
八
六
番
一
地

六
・
七

旧

先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

泉
衣
笠
線

和
気
郡
和
気
町
尺
所
字
下
馬
四
〇
八
番
四
地
先
か
ら

平
成
二
十
六

和
気
郡
和
気
町
尺
所
字
札
場
外
四
八
六
番
一
地
先
ま

年
三
月
十
八

で

日
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
二
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

影
石
地
区

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
三
十
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
一
号
と
三
十
三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
大
字
影
石
字
道
ノ
上
ヘ
二
四
九
番
地
先
道
路
敷

一
号

〃

〃

〃

〃

字
関
屋
井
手
ノ
上
ヘ
二
二
〇
番
一
地
先

道
路
敷

二
号

〃

〃

〃

〃

字
関
屋
井
手
ノ
上
ヘ
二
二
〇
番
一

三
号
か
ら
五
号
ま

で

〃

〃

〃

〃

字
城
ケ
谷
二
一
八
番

六
号

〃

〃

〃

〃

字
関
屋
観
音
ノ
上
エ
二
一
七
番

七
号

〃

〃

〃

〃

字
城
ケ
谷
二
六
〇
番
一

八
号

〃

〃

〃

〃

字
関
屋
大
下
モ
ノ
上
ヘ
五
一
番

九
号
か
ら
十
一
号

ま
で

〃

〃

〃

〃

字
大
見
世
四
九
番

十
二
号
か
ら
十
四

号
ま
で
及
び
十
八

号

〃

〃

〃

大
字
長
尾
字
寺
山
本
谷
一
五
〇
八
番

十
五
号
か
ら
十
七

号
ま
で

〃

〃

〃

大
字
影
石
字
大
見
世
一
七
番
一

十
九
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
七
番

二
十
号

〃

〃

〃

〃

字
寺
山
一
六
番

二
十
一
号
か
ら
二

十
三
号
ま
で

〃

〃

〃

〃

字
別
府
一
四
番
二

二
十
四
号

〃

〃

〃

大
字
長
尾
字
与
三
郎
屋
敷
一
四
八
一
番

二
十
五
号
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〃

〃

〃

大
字
影
石
字
上
別
府
一
二
番
三

二
十
六
号

〃

〃

〃

〃

〃

四
番

二
十
七
号

〃

〃

〃

〃

字
カ
ジ
ヤ
ケ
市
三
五
番
一

二
十
八
号

〃

〃

〃

〃

字
水
落
四
五
番
二
地
先
道
路
敷

二
十
九
号

〃

〃

〃

〃

字
弥
右
エ
門
屋
敷
七
五
番
一

三
十
号

〃

〃

〃

〃

字
観
音
ノ
本
六
七
番
三

三
十
一
号

〃

〃

〃

〃

字
ヲ
モ
テ
二
〇
〇
番
一
地
先
道
路
敷

三
十
二
号

〃

〃

〃

〃

字
城
ケ
谷
口
二
三
八
番
四
地
先
道
路
敷

三
十
三
号
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
河
原
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
玉
柏
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
玉
柏
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
玉
柏
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
玉
柏
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
玉
柏
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
玉
柏
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
畑
鮎
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
真
星
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
建
部
町
大
田
〇
一
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
宇
甘
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
高
津
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
高
津
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
高
津
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
高
津
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
御
津
中
泉
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
祇
園
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
藤
井
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
藤
井
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
瀬
戸
町
大
内
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
瀬
戸
町
大
内
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
瀬
戸
町
大
内
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
河
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
河
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
河
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
河
原
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
河
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
河
原
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
玉
柏
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
玉
柏
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
玉
柏
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
玉
柏
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
真
星
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
真
星
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
大
田
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
桜
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
建
部
上
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
建
部
上
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
建
部
町
富
沢
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
宇
甘
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
宇
甘
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
宇
甘
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
高
津
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
高
津
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
御
津
中
泉
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
祇
園
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
祇
園
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
祇
園
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
国
富
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
邑
久
郷
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
邑
久
郷
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
邑
久
郷
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
邑
久
郷
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
一
Ｄ
長
沼
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
長
沼
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
長
沼
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
長
沼
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
長
沼
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
一
日
市
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
瀬
戸
町
大
内
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
瀬
戸
町
大
内
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
瀬
戸
町
大
内
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
瀬
戸
町
大
内
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
飽
浦
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
飽
浦
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
阿
津
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
北
浦
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
宮
浦
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
宮
浦
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
宮
浦
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
宮
浦
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
二
Ｋ
児
島
味
野
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
味
野
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
小
川
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
小
川
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
小
川
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
小
川
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
通
生
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
通
生
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
通
生
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
唐
琴
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
塩
生
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
塩
生
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
下
の
町
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
田
の
口
〇
一
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
児
島
柳
田
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
二
Ｋ
下
津
井
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
下
津
井
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
下
津
井
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
上
成
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
乙
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
乙
島
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
陶
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
富
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
服
部
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
服
部
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
服
部
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
服
部
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
船
穂
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
船
穂
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
船
穂
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
水
江
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
水
江
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
水
江
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
柳
井
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
船
穂
町
柳
井
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
真
備
町
市
場
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
真
備
町
市
場
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
真
備
町
川
辺
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
真
備
町
辻
田
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
真
備
町
箭
田
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
児
島
上
の
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
児
島
通
生
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
児
島
塩
生
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
児
島
下
の
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
児
島
下
の
町
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
菰
池
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
菰
池
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
黒
崎
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
陶
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
陶
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
陶
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
服
部
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



二
〇
二
Ｄ
玉
島
服
部
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
服
部
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
道
口
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
道
口
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
道
口
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
玉
島
道
口
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
市
場
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
市
場
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
市
場
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
市
場
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
市
場
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
市
場
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
市
場
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
尾
崎
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
上
二
万
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
上
二
万
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
上
二
万
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
上
二
万
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
上
二
万
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
下
二
万
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
下
二
万
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
下
二
万
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
妹
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
二
Ｄ
真
備
町
服
部
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
服
部
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
箭
田
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
箭
田
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
箭
田
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｄ
真
備
町
箭
田
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
梁
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
臘
数
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
臘
数
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
臘
数
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
臘
数
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
三
沢
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
吉
木
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
領
家
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
上
町
領
家
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｋ
川
面
町
〇
二
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
川
面
町
〇
二
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
小
高
下
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
小
高
下
町
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
小
高
下
町
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
小
高
下
町
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
高
倉
町
飯
部
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
高
倉
町
田
井
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
春
木
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
春
木
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
春
木
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
春
木
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
松
岡
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
松
岡
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
松
岡
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
松
岡
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
松
原
町
松
岡
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
中
野
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
中
野
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
中
野
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
中
野
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
成
羽
町
成
羽
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
西
油
野
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｋ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
臘
数
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
臘
数
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｄ
川
上
町
臘
数
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
臘
数
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
仁
賀
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
仁
賀
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
仁
賀
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
三
沢
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
領
家
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
上
町
領
家
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
落
合
町
福
地
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
落
合
町
福
地
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
落
合
町
福
地
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
川
面
町
〇
二
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
小
高
下
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
小
高
下
町
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
小
高
下
町
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
小
高
下
町
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
高
倉
町
飯
部
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
高
倉
町
田
井
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
松
原
町
大
津
寄
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
松
原
町
春
木
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
松
原
町
春
木
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｄ
松
原
町
春
木
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
中
野
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
中
野
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
中
野
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
中
野
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
中
野
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
成
羽
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
羽
山
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
羽
山
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
成
羽
町
星
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
西
油
野
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
東
油
野
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
平
川
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
九
Ｄ
備
中
町
平
川
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
平
川
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
平
川
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
平
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
高
梁
地
域
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
久
米
郡
美
咲
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
一
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
二
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
江
与
味
〇
二
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
北
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
北
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
北
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
北
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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六
六
六
Ｋ
北
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
小
山
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
小
山
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
小
山
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
小
山
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
小
山
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
小
山
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
里
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
里
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
里
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
里
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
栃
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
栃
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
栃
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
栃
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
栃
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
栃
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
栃
原
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
西
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
西
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
西
川
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
西
垪
和
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
東
垪
和
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
東
垪
和
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
南
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
南
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
南
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
南
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
南
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
南
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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六
六
六
Ｋ
南
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
江
与
味
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
北
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
北
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
北
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
北
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
北
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
北
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
小
山
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
小
山
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
小
山
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
小
山
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
小
山
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
里
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
里
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
里
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
栃
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
栃
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
栃
原
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



六
六
六
Ｄ
栃
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
栃
原
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
栃
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
栃
原
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
川
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
川
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
川
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
川
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
川
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
垪
和
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
西
垪
和
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
南
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
上
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
北
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
北
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
里
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
里
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
里
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
里
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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六
六
六
Ｄ
打
穴
里
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
下
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
中
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
中
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
金
堀
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
越
尾
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
越
尾
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
越
尾
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
越
尾
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
越
尾
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
境
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
境
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
境
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
新
城
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
新
城
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
新
城
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
角
石
祖
母
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
角
石
祖
母
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
原
田
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

施
行
者
の

事
業
の
種
類
及
び
名
称

事

業

施

行

期

間

事

業

地

名

称

倉

敷

市

岡
山
県
南
広
域
都
市
計

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八

収
用
の
部
分

画
道
路
事
業

日
か
ら

岡
山
県
倉
敷
市
中
島
字

三
・
四
・
倉
四
百
一

平
成
三
十
八
年
三
月
三
十

小
溝
、
西
富
井
字
柳
原
並

矢
柄
西
田
線

一
日
ま
で

び
に
福
井
字
堤
外
、
字
堤

下
、
字
三
反
地
、
字
川
尻

及
び
字
壱
丁
地
地
内

使
用
の
部
分

岡
山
県
倉
敷
市
西
富
井

字
柳
原
及
び
福
井
字
堤
外

地
内
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
見
都
市
計

画
下
水
道
事
業
新
見
市
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

施
行
者
の

事
業
の
種
類
及
び
名
称

事

業

施

行

期

間

事

業

地

名

称

新
見
市

新
見
都
市
計
画
下
水
道

平
成
八
年
三
月
八
日
か
ら

収
用
の
部
分

事
業

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十

変
更
な
し

新
見
市
公
共
下
水
道

一
日
ま
で

使
用
の
部
分

該
当
な
し
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〔
一
二
一
〕
岡
山
県
環
境
審
議
会
か
ら
次
の
と
お
り
答
申
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

諮
問
年
月
日

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
三
日

二

答
申
を
受
け
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日

三

諮
問
及
び
答
申
の
事
項

平
成
二
十
六
年
度
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
測
定
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

四

そ
の
他

諮
問
及
び
そ
の
答
申
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
及
び
各
県

民
局
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〔
一
二
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
県
全
域

基
本
測
量
（

電
子
国
土
基
本
図

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平

「

（
地
図
情
報

」
修
正
測
量
）

成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

）
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〔
一
二
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

苫
田
郡
鏡
野
町

基
本
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
・
オ

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

ル
ソ
作
成
）
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岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

◎

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

西

田

秀

史

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年

岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
派
遣
職
員
の
給
与
）

条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
派
遣
職
員
」
と
い
う

）

第
三
条

。

に
は
、
そ
の
派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
報
酬
（
報
酬
、
賃
金
、
給
料
、
俸
給
、
手
当
、
賞
与
そ
の
他

、

、

い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
を
問
わ
ず

派
遣
先
の
勤
務
の
対
償
と
し
て
受
け
る
全
て
の
も
の
を
い
い

通
勤
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
夜
間
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手

当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ

）
が
支
給
さ
れ
な
い
場

。

（

「

」

。
）

合
又
は
そ
の
派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
報
酬
の
年
額

以
下

報
酬
年
額

と
い
う

、

（

（

「

」

。
）

が

外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額

当
該
派
遣
の
期
間
の
初
日

以
下

派
遣
の
日

と
い
う

の
前
日
に
お
け
る
当
該
派
遣
職
員
の
給
料
及
び
扶
養
手
当
（
当
該
派
遣
職
員
が
派
遣
の
日
の
属
す
る

月
の
初
日
か
ら
派
遣
先
の
機
関
の
所
在
す
る
国
に
所
在
す
る
大
使
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
（
以

下
「
所
在
国
勤
務
の
外
務
公
務
員
」
と
い
う

）
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位

。

置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九

十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
配
偶
者
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
に

係
る
分
を
除
く

）
の
月
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
給
料
、
扶
養
手
当
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉

。

手
当
の
年
額
と
当
該
派
遣
職
員
が
同
日
か
ら
所
在
国
勤
務
の
外
務
公
務
員
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
同

法
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
在
勤
基
本
手
当
、
住
居
手
当
及
び
配
偶
者
手
当
の
年
額

の
合
計
額
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
に
満
た
な
い
場
合
は
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居

。

手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
以
内
を
支
給
す
る
。

（

「

」

。
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
支
給
割
合

以
下

支
給
割
合

と
い
う

を
決
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
決
定
さ
れ
た
支
給
割
合
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
与
の
年
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額
が
、
外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額
か
ら
報
酬
年
額
を
減
じ
た
額
（
派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
報

、

）

。

酬
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は

外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額

を
超
え
て
は
な
ら
な
い

３

外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額
の
算
定
に
当
た
つ
て
は
、
派
遣
職
員
が
、
岡
山
県
職
員
給
与
条
例

（
昭
和
二
十
六
年
岡
山
県
条
例
第
十
八
号
）
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
標
準
号
給
数
（
同
条
第

六
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
お
い
て
当
該
派
遣
職
員
に
係
る
標
準
と
な
る

号
給
数
を
い
う

）
を
昇
給
す
る
も
の
と
し
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三

。

十
八
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
で
あ
る

も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
住
居
手
当
の
年
額
は
、
本
邦
の
通
貨
に
換
算
し
て
計
算
す
る
も
の
と
し
、
派

遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
報
酬
の
額
が
外
国
の
通
貨
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

も
、
同
様
と
す
る
。

５

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
職
員
の
派
遣
の
期
間
が
更
新
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
派

遣
職
員
の
当
該
更
新
の
日
以
後
の
支
給
割
合
は
、
当
該
更
新
の
日
を
派
遣
の
日
と
み
な
し
、
前
各
項

の
規
定
に
よ
り
再
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
再
決
定
さ
れ
た

支
給
割
合
は
、
派
遣
職
員
の
派
遣
の
期
間
中
に
次
に
掲
げ
る
額
が
著
し
く
変
動
し
た
場
合
に
お
い
て

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
報
酬
の
額

二

支
給
割
合
の
算
定
の
基
礎
と
さ
れ
た
在
勤
基
本
手
当
の
月
額

７

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
再
決
定
さ
れ
、
又

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
支
給
割
合
に
は
、
百
分
の
一
未
満
の
端
数
が
あ
つ
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
。

８

派
遣
先
の
機
関
の
特
殊
事
情
に
よ
り
、
給
与
を
支
給
す
る
こ
と
が
当
該
職
員
の
派
遣
に
著
し
く
支

障
を
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
派
遣
職
員
に
は
給
与
を
支

給
し
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２６年３月１８日　岡山県公報　第１１５６８号



岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

◎

岡
山
県
人
事
委
員
会
議
事
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

西

田

秀

史

岡
山
県
人
事
委
員
会
議
事
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
人
事
委
員
会
議
事
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
次
条
」
を
「
次
条
及
び
第
六
条
」
に

「
、
又
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

、

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
専
決
処
分
）

委
員
長
は
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
会
議
を
開
く
い
と
ま
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
岡
山
県

第
六
条

人
事
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
を
し
た
と
き
は
、
委
員
長
は
、
次
の
会
議
に
お
い
て
そ
の
旨
を
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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